
 

 1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 委 員 会 会 議 録 要 旨（令和 2 年第 1 回臨時） 

定 例 会 
日 時 令和 2年 4月 28 日（火） 午後 5時 15 分 

場 所 明 石 市 役 所 分 庁 舎 4 階 教 育 委 員 会 室 

出 席 者 

委 員 

清 重 隆 信     教 育 長 

伊 賀 文 計    委  員 

栗 岡 誠 司    委  員 

川 本 まり子    委  員 

柏 木 輝 恵    委  員 

事 務 局 

北條局長 

村田次長（管理担当） 

福本次長（指導担当） 

廣岡次長（情報担当） 

寺田総務課長 

金井学校教育課長 
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○次 第 

○議案 

 議案第 26 号 明石市立小学校・中学校及び特別支援学校等において夏季休業日に授業を

実施すること 

○報告事項 

1.新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた市立学校園の臨時休業延長について 

 

開催 

（清重教育長） それでは、ただいまから、令和 2年第 1回臨時会を開会します。 

本日の署名委員は、栗岡委員お願いします。 

それでは、本日の審議を始めます。 

議案第 26 号「明石市立小学校・中学校及び特別支援学校等におい

て夏季休業日に授業を実施すること」について、説明をお願いします。

（金井課長） 議案第 26 号「明石市立小学校・中学校及び特別支援学校等におい

て夏季休業日に授業を実施すること」について、ご説明いたします。

提案理由としましては、この後にも報告いたしますが、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大防止による臨時休業期間が令和 2 年 5 月 31 日

まで延長されることとなります。そのため、児童生徒が授業を十分に

受けることができないことによって、学習に著しい遅れが生じること

が無いよう、授業時数の確保が不可欠であると考え、夏季休業期間を

短縮して授業時数確保を図ろうとするものであります。 

また、幼稚園・こども園についても園児の育ちを支える就学前教育

の機会確保が必要であると考え、夏季休業期間の短縮を行うもので

す。 

単に授業時数や保育日数のみを回復するという観点ではなく、園

児、児童生徒の心身に過度の負担を与えないよう留意し、学校園生活

にメリハリがつくように実施したいと考えております。 

当初、幼稚園と特別支援学校の終業式は、7 月 20 日（月）、小学校・
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中学校は 7月 22 日（水）としておりましたが、変更後は、8月 7日（金）

を終業式といたします。また、2 学期の始業式については、当初、幼

稚園と特別支援学校は 9月 1日（火）、小学校・中学校は 8月 24 日（月）

としておりましたが、8月 17 日（月）からと変更いたします。 

そのため、夏季休業期間は 8月 8日（土）から 8月 16 日（日）の 9

日間となります。 

明石市立中学校・小学校・幼稚園及び特別支援学校の管理運営に関

する規則第 22 条第 3 項の学校長からの申請により、市立幼稚園、小

学校、中学校、特別支援学校について、7月 21 日から 8月 7日までと

8月 17 日から 8月 31 日までを実施します。 

夏季休業日の短縮により、小学校や中学校、特別支援学校において

は、授業時数の確保が大切であると考えますが、学習指導要領に示さ

れている目標及び資質能力の獲得をどのように身につけるかを重点

において、各学校の教育課程や授業方法の工夫によって子どもたちに

学習の遅れが生じないように努めてまいります。 

説明は以上でございます。よろしくご審議賜りますようお願いいた

します。 

（清重教育長） 何かご意見やご質問などはありませんか。 

（栗岡委員） 日程もこれしかないということがよく分かった上であえて質問し

ますが、4 月 5 月で 8 週間くらい休業して、夏休みの 3 週間では日数

的には足りないですが、学習内容のことをお聞かせください。 

（金井課長） 内容につきましては、今後再開しましたら教育課程の工夫が非常に

大事になってくると思いますが、例えば新出漢字などにつきまして

は、朝学の中で集中して行って授業の中では他の内容とくっつけなが

らやっていくような方法を取っていければ、そんな形で教育課程を編
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成していく必要があると考えております。 

（伊賀委員） 夏休みは 8 月 8 日から 8 月 16 日になるということですが、これが

もっと短縮されることはありますか。 

（金井課長） この後にも報告させていただきますが、5月 7日から 5月 31 日まで

臨時休業が延長になります。それを受けて、夏休みの期間を短縮する

だけでは授業時数の確保は難しいと思っていますが、短い期間でも夏

休みを設けることによって、子どもたちにメリハリをつける期間とい

うのは大事だと考えております。 

9 日間の夏休みになりますが、ここを夏季休業にさせていただこう

と考えております。 

（川本委員） 休校の決定などは教育委員会を開いて共通見解で決めるのかと思

っていましたが、そのあたりはどうなのかということが一つと、今回

の会議は公開でされていますか。 

（清重教育長） 今回の臨時休業は、学校保健安全法に基づく臨時休業になります。

これ自体は設置者の判断になります。 

一方、今回議案になっている夏季休業については、学校教育法施行

令で教育委員会が決めるということになっています。 

観点が違う関係で、議案と報告という 2種類の内容になっています。

（川本委員） 教育委員の意見も汲み上げていただきたかったという思いがあり

ましたので残念ですが、決まったことですが私は賛成です。 

学ぶ機会がなかった子どもたちが学ぶことはとても大事ですし、給

食もしっかりしていただきたいと思います。 

（寺田課長） 今回の会議はオンライン会議のスタイルを取っていますが、この内

容も議事録として公開する予定にしていますので、位置づけとしては

公開ということでいいのではないかと思います。 
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（柏木委員） 議案ということにはなっていますが、すでに保護者には今日のお昼

ごろにはすぐメールで臨時休業の延長や夏季休業の短縮についてお

知らせがありました。改めて、今回の流れについて教えていただけれ

ばと思っています。 

それから、8 月にも授業をすることは致し方ないと思いますが、暑

い時期に学校へ行くことで、登下校中や体育の授業での熱中症対策を

どのように考えておられるのか、お聞かせいただきたいです。 

（金井課長） 4 月 9 日から臨時休業が始まって、約 1 か月が経つところです。臨

時休業の期間を延長するということになりますと、どうしても授業時

数を確保する必要がありますので、それに付随して夏季休業について

も伝えておかないと保護者や子どもたちが不安になるのではないか

ということで、今回「すぐメール」で発信して安心していただくとい

うことで行いました。 

熱中症対策については、昨年も非常に暑く、例年に無い「プールの

水温が高すぎて入れない」という状況がありました。暑い中での授業

となりますので、そのあたりは気を付けていきたいと思いますし、普

通教室にはエアコンが設置されていますので、むしろ登下校や体育の

授業で十分気を付けていかなければいけないと考えております。 

（川本委員） 「すぐメール」はどなたが発信されたのですか。 

（清重教育長） 「すぐメール」は教育委員会内で検討して発信しております。 

タイミングにつきましては、前後してしまい申し訳なかったです。

（川本委員） これからまた 1か月ほど、子どもたちが家で過ごすことになります

が、そのときにどういった教材をするのかということや、家庭環境の

差によって教育の機会に差が出ないようにしていただきたいと思い

ます。 
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（村田次長） この度の臨時休業の延長に伴いまして、子どもたちへの学習支援と

いうことで 5月補正予算を要請いたします。 

具体的には、臨時休業期間中に学習教材等を、郵便を利用して学校

と児童生徒の双方向でやり取りし、学力保障・相談支援などが行える

ように検討しております。 

（栗岡委員） 子どもたちが学校へ行けていないという状況の中で、担任の先生と

児童生徒のみなさんとの接点というか、連絡はどのようにされていま

すか。 

（福本次長） 当初は週に 1回の学校登校日を設ける予定にしておりましたが、無

くなってしまいましたので、その機会も失われてしまいました。 

そこで、学校では電話を掛けたり家庭訪問をしたりということもし

ておりますが、最近は保護者の携帯電話を連絡先にされている家庭も

多いので、なかなかお子さんとコンタクトを取るのが難しいという状

況がございます。配付物を学級担任が持って行ったときにお会いでき

る場合もありますが、それもなかなか難しくて困っております。 

コンタクトを取るために電話を掛けたり、それでも難しい場合は

「すぐメール」を活用して回答いただきながら状況を確認していると

いう状態でございます。 

（栗岡委員） 先生方の中には、例えば動画配信サイトを使うような取組などはさ

れていますか。 

（廣岡次長） 私たちのところに、校長先生から教員が動画を配信したいという連

絡をいただくことはありますが、授業そのものの動画はなかなか難し

いと思いますが、そういったものは出来れば今のところは学校のホー

ムページに載せるように勧めています。 

動画配信サイトになりますと、アカウントを取ったり色々手続きが
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ありまして、なかなか難しいところがありますので、各個人の先生か

らのアップロードは推奨しておりません。代わりに教育委員会の中

で、子どもたちの学習意欲を上げることができるような、応援の気持

ちを込めた動画を少しずつですが作成して、専用のホームページ「あ

かしこどもチャンネル」で配信しております。 

（川本委員） 子どもたちが家庭でどんな生活をしているのか、先生と話をする機

会があればいいかなと思います。 

（伊賀委員） 小学生高学年くらいの子どもが家に 1人でいるときは、電話や来訪

者の応対はしないようにしている家庭が多いと思いますが、なかなか

学校と子どもとの連絡を取るのは、親が仕事に出ている家庭では難し

いと思いますが、それはどうしたらいいですか。 

（福本次長） ご指摘のとおり困っているところです。 

一つは、「すぐメール」の返信機能を利用して一言返信してもらう

ことも考えております。 

それから、先ほど村田次長からもありましたように、今後は郵便で

双方向の繋がりが出来てくるかと考えておりますが、なかなかすぐに

全員と繋がる方法が無くて、学校現場も苦慮しております。 

（川本委員） スマホを使ってやり取りはできないですか。 

（清重教育長） 学校にはスマホが無いので、前からの課題ですが、生徒指導上の連

絡をしたりする場合に、学校の固定電話だけではなくスマホが 1台あ

ればいいのかなということはあります。 

（栗岡委員） 新型インフルエンザのときは、県教育委員会や各学校が色んな方法

で臨時の携帯なり電話回線を繋いだことがありました。 

今回もそのような予算的な措置があれば、例えば 4月から 6月だけ

各学校や各学年に 1台配備するということは出来ないですか。 
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（北條局長） 臨時の携帯ですが、これについては固定電話からでも各家庭への連

絡が難しいという状況がございまして、今はむしろ電話ではなくオン

ライン授業などが出来ればというところです。 

GIGA スクール構想につきましても、政府も前倒しという形で考えて

いますので、明石市も前倒しで 1人 1台パソコンということで、遅ま

きながら取り組んでいこうということで、市長、副市長とも話をして

おります。ただ、機材が全国的に不足しておりますので、例えば市内

小中学生用の 25,000 台を揃えようとしても、すぐに出来る状況には

無いというのが実際のところです。 

本来、何か事案があればそれをきっかけに一歩ずつ進んでいくのか

なと思っております。 

（柏木委員） オンライン授業や、地域によっては朝の会だけオンラインでやって

いるところもあるようですので、ぜひそういったところは早く進めて

いただきたいと思います。 

加古川市では各家庭にパソコンやプリンターがあるのかというア

ンケート調査が始まっていますが、明石市ではそのような保護者に向

けたアンケート調査が実施される予定はありますか。 

（北條局長） 各ご家庭のインターネット環境につきましては、全く把握できてお

りません。今、用意しておりますのが、「すぐメール」の返信機能を

使ってアンケートを取れないかということを検討しております。 

それから、各家庭によって IT 環境に格差があるということも想定

されますので、差の無い形で出来ればと考えております。 

（川本委員） 出来ることからやっていくしかないので、出来ることからやってい

ただけたら保護者の方も喜んでいただけると思います。 

教職員の方の出勤状況はどうなっていますか。 
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（金井課長） 教員の出勤状況ですが、在宅勤務が認められるようになりまして、

在宅勤務者あるいは子どもを家で見ないといけない場合の特別休暇、

それから年次休暇も含めて、約 7 割の職員が出勤せずに、3 割の職員

で勤務するように県教育委員会からも言われております。 

各学校においても、7割を目指して勤務調整をしております。 

（柏木委員） 電話連絡や訪問の件ですが、通常の家庭訪問であれば保護者の都合

と調整していただきますが、今回も事前に曜日や時間を調整すること

は出来ないのでしょうか。 

（金井課長） 各学校で同じ日に全職員が出勤してご家庭に連絡するということ

でしたら、ある程度この期間にということは出来ますが、在宅勤務や

時差出勤などでシフトを組んでおりますので、一担任が「いつ連絡し

ます」ということは出来るかもしれませんが、なかなか難しい状況で

はないかと思います。ただ、ご指摘のように、「すぐメール」等を使

って学級単位で知らせることは可能なので、そういう方法で事前に連

絡をする日時を通知するやり方もあると思いますので、参考にさせて

いただきます。 

（柏木委員） 可能であればそうしていただけるとありがたいです。 

学習支援を郵送でやり取りするということでしたが、「みんなの学

習クラブ」などを使って各家庭で家庭学習を進めていると思います

が、どこまですればいいのかというのが保護者も分からないので、配

られているものだけしていればいいのか、先々の授業についても保護

者が教えなければいけないのか、どの程度まで家庭でやればいいのか

出来る限り提示していただけるといいのではないかと思いますが、ど

の程度までというのを示すことが出来るものでしょうか。 

（金井課長） 現在も家庭学習の内容については、学校によって様々なところがあ
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ると思います。 

4 月当初の臨時休業のときには前年度の復習という形の課題が多か

ったと思います。また、教科書は渡しているものの、教科書を使って

やりましょうというのも家庭では難しいと思います。 

今考えておりますのは、各学校で教科書に沿ったワークシートのよ

うなものを作成して郵送し、返信用封筒を一緒に入れていますのでそ

れを返信してもらうようにすると、お互いに顔は見えませんが物が行

き来して、子どもたちがやったものを学校で見る。また次の郵便で採

点したものを家庭に送るという形で出来ないかと考えております。 

そうすれば少しでも教科書の内容を進められますし、顔は見えない

ですがどんなことを考えているかということも分かります。その中に

アンケートのようなものを入れておけば、子どもたちの状況も分かる

のではないか、それに加えて電話等というのも確認の方法だと思って

おります。 

どこまで出来るか分かりませんが、学校にはそういうことを説明し

ながらやっていきたいと考えております。 

（栗岡委員） 今後このようなことがあるかもしれないので、遠隔授業や動画配信

サービスの利用など、今までのような教室で黒板を使っての授業とい

うのは基本ですが、それ以外に何かできるような研究授業をぜひやっ

ていただきたいと思いますし、やった内容を把握していただいて、明

石市全体の先生方の共有財産にできるようにしていただいたらどう

かと思います。 

（清重教育長） それでは、議案第 26 号を承認としてよろしいでしょうか。 

（各委員） 異議なし 

（清重教育長） 議案第 26 号を承認といたします。 
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それでは次に、報告事項 1「新型コロナウイルス感染症の拡大防止

に向けた市立学校園の臨時休業延長について」、説明をお願いします。

（金井課長） 報告事項 1「新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた市立学

校園の臨時休業延長について」、ご報告いたします。 

まず、臨時休業を延長する学校園といたしましては、幼稚園 27 園

とこども園の 1号認定部分、小学校 28 校、中学校 13 校、特別支援学

校 1校となっております。 

臨時休業を延長する期間は、令和 2年 5月 7日から令和 2年 5月 31

日までの期間でございます。今のところ、6 月 1 日から登校、登園の

予定でございますが、状況等によりましては変更もあるかと考えてお

ります。 

学習支援につきましては、引き続き各学校から臨時休業延長期間中

の家庭学習の内容をポスティングや「すぐメール」、各学校のホーム

ページを活用して知らせてまいりますが、双方向での確認ができる方

法を検討しているところです。 

また、子どもたちの心身の状況につきましても、今後も把握をして

いく必要があります。そのためにも、2 週間に 1 回程度は電子メール

や電話等で家庭に連絡を行い、子どもの状況把握及び心のケアに努め

てまいります。特に家庭環境等で気になる子どもについては、1 週間

に 1回程度は状況把握及び心のケアに努めるよう学校長には通知して

いるところです。 

休業期間中の部活動につきましては、実施いたしません。 

放課後児童クラブについては、5月 11 日より午前中は小学校の施設

において、小学校教職員で支援をしていきます。 

報告は以上です。よろしくお願いいたします。 
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（清重教育長） 何かご意見やご質問はありますでしょうか。 

（柏木委員） 家庭環境の気になる子どもに対しては支援をしっかりしていただ

くということで、ぜひお願いしたいですが、学年が切り替わってすぐ

のタイミングでの休業でしたので、そのあたりの引継や、小学校から

中学校への引継はどのようにされているのか教えてください。 

（金井課長） 学年が上がるときには、必ず各学校において引継を行っておりま

す。担任が異動した場合においても、気になる児童生徒には記録を残

していますので、残っている教員で必ず引継をしております。 

小学校から中学校の場合におきましても、小中連絡会ということ

で、必ず連絡はしております。 

新 1年生については、なかなか難しいところもあります。たくさん

入学してくる幼稚園、保育所につきましては、連絡会を行っておりま

すが、1 名だけしかやって来ないところについては、電話等での確認

はしているところもあれば、そこまで出来ていない学校もあります。

（伊賀委員） 5 月中は学校を再開しないということですか。 

（清重教育長） そうです。ただ、緊急事態宣言の延長や解除の時期によっては、そ

のときに考えるということです。 

（柏木委員） 明石商業高校は県立高校の動きを見てから、ということでしたが、

県立高校も休業延長というニュースもありましたが、方針は決まった

のでしょうか。 

（金井課長） 今日、県立学校への通知が来ました。明石商業高校についても、5

月 31 日まで休業となります。 

ただ、明石商業高校の夏季休業については、何も決定はしておりま

せん。 

（川本委員） 報道も東京発信のものが多いので、地域の実情に合わせて判断して
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いただきたいと思います。 

長い目で持続可能なことをするということが大事だと思います。 

（清重教育長） 以上で本日の議事は全て終了いたしました。 

以上をもちまして、第 1回臨時会を終了いたします。 

 （１８：２０ 閉会）

 


